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北秋田市土地改良区合併予備契約調印式／市長ダイアリー 秋田内陸線夢列車プロジェクト決起集会／田んぼアートの田植え

秋
田
内
陸
線
夢
列
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
起
集
会

新
車
両
購
入
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に

北
秋
田
市
土
地
改
良
区
合
併
予
備
契
約
調
印
式

1
月
の
新
組
織
の
発
足
を
目
指
す

内
陸
線
に
乗
っ
て
見
て
み
よ
う

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
田
植
え

◇
5
月
16
日
〜
6
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

5
月
16
日（
土
）▽
２
０
１
５
秋
田
内
陸
線
の
り
も
の
ま
つ
り（
阿
仁
合
駅
前
）

18
日（
月
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
84
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

19
日（
火
）▽
障
害
者
支
援
施
設「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
」移
転
新
築
工
事
竣
工
式

（
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
新
館
）

20
日（
水
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
会
員
親
睦
大
会（
中
央
公
民
館
）

21
日（
木
）▽
第
６
回
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
統
合
整
備
推
進
協
議
会（
中
央
公
民
館
）

22
日（
金
）▽
第
1
回
秋
田
県
総
合
政
策
審
議
会（
秋
田
市
）

25
日（
月
）▽
森
吉
山
ス
キ
ー
場
管
理
運
営
協
議
会
総
会（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）

▽
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
市
民
病
院
）

26
日（
火
）▽「
県
民
防
災
の
日
」訓
練（
綴
子
小
学
校
）▽
第
1
回
秋
田
県
・
市
町

村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
あ

き
た
決
起
集
会（
秋
田
市
）

27
日（
水
）▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議（
〜
６
月
11
日・議
事
堂
）

30
日（
土
）▽
鷹
巣
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
通
常
総
会・懇
親
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

31
日（
日
）▽
東
京
圏
あ
に
会
総
会（
東
京
都
）

６
月
２
日（
火
）▽
大
館
・
北
秋
田
地
域
生
徒
指
導
研
究
推
進
協
議
会
総
会（
秋
田
北
鷹
高
校
）

５
日（
金
）▽
エ
フ
エ
ム
秋
田「
モ
ー
ニ
ン
グ
ア
ッ
プ
フ
ラ
イ
デ
ー
」出
演（
秋
田

市
）▽
秋
田
国
道
協
議
会
総
会（
秋
田
市
）

６
日（
土
）▽
秋
田
内
陸
線
夢
列
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
起
集
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

７
日（
日
）▽
北
秋
田
市
水
防
訓
練（
米
代
川
河
川
敷
）▽
第
31
回
ふ
る
さ
と
踊
り

と
餅
っ
こ
ま
つ
り（
鷹
巣
駅
前
通
り・銀
座
通
り
）

10
日（
水
）▽
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
第
２
次

北
秋
田
市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
委
嘱
状
交
付
式（
中
央
公
民
館
）

12
日（
金
）▽
北
秋
田
市
身
体
障
害
者
協
会
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
北
秋
田
市
土

地
改
良
区
合
併
予
備
契
約
調
印
式（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

14
日（
日
）▽
地
域
環
境
植
栽「
サ
ル
ビ
ア
活
動
」（
綴
子
農
村
公
園
）

15
日（
月
）▽
企
業
訪
問（
東
京
都
）

　
北
秋
田
市
内
４
つ
の
土
地
改
良
区
の
合

併
予
備
契
約
調
印
式
が
、
６
月
12
日
に
ホ

テ
ル
松
鶴
で
開
か
れ
、
新
た
な
「
北
秋
田

市
土
地
改
良
区
」
の
発
足
に
向
け
て
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
合
併
を
目
指
す
の
は
、
北
秋
田
市
鷹
巣

土
地
改
良
区
（
成
田
光
弘
理
事
長
）、
合

川
町
土
地
改
良
区
（
鈴
木
勲
理
事
長
）、

森
吉
町
土
地
改
良
区（
春
日
正
一
理
事
長
）、

北
秋
田
市
綴
子
土
地
改
良
区
（
米
澤
一
理

事
長
）
の
４
つ
の
土
地
改
良
区
。
合
併
に

よ
り
、
強
固
な
経
営
基
盤
の
確
立
と
組
織

体
制
の
充
実
、
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成

23
年
に
市
や
県
な
ど
と
「
北
秋
田
市
土
地

改
良
区
統
合
整
備
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、

平
成
25
年
か
ら
は
合
併
を
前
提
と
し
た

「
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
統
合
整
備
推
進

協
議
会
」
に
移
行
し
て
検
討
を
重
ね
、
今

回
の
合
併
予
備
契
約
調
印
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
各
土
地
改
良
区
の
理
事
ら

関
係
者
約
90
人
が
出
席
。
調
印
に
先
立
ち
、

統
合
整
備
推
進
協
議
会
長
を
務
め
る
津
谷

市
長
が
「
こ
の
調
印
が
一
つ
の
節
目
で
あ

り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
先
、
無
事
に

新
土
地
改
良
区
発
足
の
日
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
更
な
る
指
導
、
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。 

　
こ
の
後
、
経
過
報
告
と
合
併
予
備
契
約

書
の
概
要
説
明
に
続
き
、
津
谷
市
長
が
立

会
人
を
務
め
、
各
理
事
長
が
合
併
予
備
契

約
書
に
署
名
押
印
し
ま
し
た
。

　
合
併
は
平
成
28
年
１
月
20
日
を
目
標
と

し
、
新
土
地
改
良
区
の
面
積
は
３
４
０
０

ha
、
組
合
員
数
は
４
０
３
７
人
に
な
る
見

込
み
で
、
現
在
の
北
秋
田
市
鷹
巣
土
地
改

良
区
の
事
務
所
を
新
事
務
所
と
す
る
計
画

で
す
。

　

４
つ
の
土
地
改
良
区
で
は
、
今
後
、
総

会
や
総
代
会
を
開
催
し
、
合
併
の
承
認
、

合
併
予
備
契
約
書
の
承
認
、
新
土
地
改
良

区
の
設
立
委
員
の
選
任
等
を
行
い
、
合
併

に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
県
内
外
か
ら
寄
附
を
募
り
、
秋
田
内
陸

線
の
新
車
両
購
入
を
目
指
す
「
秋
田
内
陸

線
夢
列
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
決
起
集
会

が
、
６
月
６
日
に
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
出
席
し
た
関
係
者
約
１
３
０
人
が

目
標
達
成
に
向
け
て
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

　
決
起
集
会
は
、
北
秋
田
、
仙
北
両
市
の

沿
線
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
支
援
団
体
が
、
新

車
両
購
入
を
住
民
の
力
で
実
現
さ
せ
よ
う

と
立
ち
上
げ
た
秋
田
内
陸
線
夢
列
車
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
西
木
正
明
実
行

委
員
長
）
が
開
催
し
た
も
の
。 

２
年
間
の

活
動
で
、
新
車
１
両
分
の
購
入
費
に
相
当

す
る
１
億
５
千
万
円
を
集
め
る
計
画
で
す
。

　
は
じ
め
に
西
木
実
行
委
員
長
が
「
将
来

も
私
ど
も
の
子
孫
が
こ
の
地
域
で
つ
つ
が

な
く
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
も
、
内
陸
線
は
絶
対
に
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
の
力
を
拝
借
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
末
永

く
残
る
よ
う
な
状
態
に
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
来
賓
の
津
谷
市
長
が

「
夢
は
行
動
し
な
け
れ
ば
か
な
わ
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
内
陸
線
は
必
要

と
い
う
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。  

　
支
援
団
体
の
事
業
紹
介
や
夢
列
車
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
概
要
、
寄
附
の
方
法
な

ど
の
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
秋
田
内
陸
縦

貫
鉄
道
株
式
会
社
の
佐
々
木
琢
郎
社
長
が

「
内
陸
線
を
存
続
さ
せ
た
い
と
い
う
皆
さ

ん
の
熱
い
思
い
に
応
え
る
た
め
、
社
員
一

丸
と
な
っ
て
経
営
目
標
を
達
成
し
、
一
つ

一
つ
課
題
の
克
服
に
取
り
組
み
ま
す
」
と

決
意
表
明
。
最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
力

強
く
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
三
唱
し
、
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
直
木
賞
作
家
の
西
木

実
行
委
員
長
が
「
夢
列
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
し
、
沿
線
の
古
い
生
活
文
化
を
売
り
に

す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
な
が
ら
、
高
齢

化
社
会
の
生
活
の
足
と
し
て
秋
田
内
陸
線

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
秋
田
内
陸
線
の
車
窓
か
ら
眺
め
る
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
の
田
植
え
が
、
５
月
31
日
と
６

月
１
日
に
沿
線
２
か
所
で
行
わ
れ
、
地
元

住
民
や
児
童
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
参
加
し
、
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
ア
ー
ト
用
に
開
発

さ
れ
た
苗
な
ど
を
植
え
、
絵
や
字
を
描
く

も
の
。
秋
田
内
陸
線
の
集
客
力
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
よ
う
と
秋
田
県
北
秋
田
地
域
振
興

局
が
企
画
し
、
今
回
で
４
回
目
で
す
。

　
今
年
は
「
秋
田
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
渕

地
区
（
阿
仁
合
〜
小
渕
駅
間
）
に
は
「
秋

田
美
人
」
と
「
秋
田
犬
」、
平
里
地
区
（
前

田
南
〜
阿
仁
前
田
駅
間
）
に
は
「
な
ま
は

げ
」
と
バ
タ
ー
餅
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
バ
タ
も
っ
ち
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
図
柄
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
計
画
で
す
。

　
５
月
31
日
に
小
渕
地
区
で
行
わ
れ
た
田

植
え
に
は
、
阿
仁
合
小
学
校
や
秋
田
北
鷹

高
校
、
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
、
小
渕
自

治
会
な
ど
か
ら
約
１
３
０
人
が
、
ま
た
、

６
月
１
日
の
平
里
地
区
の
田
植
え
に
は
、

前
田
小
学
校
や
平
里
自
治
会
な
ど
か
ら
約

１
２
０
人
が
参
加
。
担
当
者
か
ら
植
え
付

け
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
絵
柄

の
形
に
張
ら
れ
た
枠
の
中
に
、
一
株
一
株

ず
つ
丁
寧
に
植
え
な
が
ら
、
完
成
品
の
出

来
栄
え
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
見
頃
は
、
７
月
上
旬

か
ら
８
月
下
旬
で
す
。

▲図柄の枠に沿って、慎重に植えていき
ました

▲「がんばろう」を三唱し、目標達成に
向けて誓いを新たにしました

▲合併予備契約書に署名押印し、握手を
交わす土地改良区の理事長と津谷市長

▲作業中に通過した列車に、手を振る参
加者


